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1．はじめに

本 研 究 で は、 お 菓 子 の 自 伝 的 記 憶
（autobiographical memory）における社会・文化的
側面からの検討を行う。自伝的記憶とは「現在にも
影響を及ぼすような過去の出来事の記憶」の意とさ
れている記憶心理学の概念である（佐藤　2008a）。
一方、私たちにとってお菓子は身近な存在で幼少時
の懐かしい思い出にもなっている。

筆者はこれまでお菓子の自伝的記憶についていく
つか検討してきた。まず、お菓子の感覚知覚的特性
を中心に全般的に検討し、お菓子に関する印象的な
エピソードにはさまざまなものがあることや、お菓
子に関する過去のエピソードが現在のお菓子に対す
るかかわりに影響をもたらすことを示した（坪井　
2014）。さらに、特定のお菓子を代表的な事例とし
て挙げて詳しく検討したところ遊びなどの活動が
伴った出来事の場合に強く印象に残ることが示され
た（坪井　2015）。他方、お菓子とのかかわりに関

する出来事について誰と食べた状況なのかについて
検討したところ広く子どもの食生活の問題から検討
していくことの必要性が示された（坪井　2016）。

このようにお菓子の自伝的記憶に関するいくつか
の知見が示されたが、次のような課題もある。まず、
お菓子が身近なものであることは理解できても自伝
的記憶としての意義をより明確にしていくことが求
められる。他方、お菓子が身近なものであるがゆえ
に社会・文化的側面からの検討も必要となってくる。
そこで本論文では、より広い観点から社会・文化的
側面について検討するために、懐かしさ及び時間的
展望の概念を用いていく。具体的には、お菓子の自
伝的記憶について、 1 ）昔ながらの慣れ親しんでい
るお菓子について懐かしさの概念から、 2 ）食生活
におけるお菓子を食べる出来事について時間的展望
の概念から、の 2 点について検討していくことにす
る。
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本研究では、お菓子の自伝的記憶における社会・文化的側面について検討を行った。まず、自伝的記憶

について懐かしさや時間的展望との関連も含めてその特徴を述べた。その後、お菓子の自伝的記憶につい
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2．自伝的記憶について

⑴ 自伝的記憶とは

具体的な検討に入る前に、自伝的記憶について簡
単に述べる。自伝的記憶は、「過去の自己に関わる
情報の記憶」と定義されたり（佐藤　2008a）」、「自
己が経験した出来事に関する記憶」として、自己理
解の裏づけとなったり、意志決定を方向づけたり、
他者との関係構築に関わるなど、さまざまな意味で
自己を支えるものであると位置づけられている（佐
藤　2011）。また、自伝的記憶の機能としては、自
己機能、社会機能及び方向づけ機能（問題解決のよ
うな機 能 ）の 3 つが あるとされ ている（ 佐 藤　
2008b）。この自伝的記憶の機能を基に「何のため
にお菓子を食べた出来事を思い出すのか」「お菓子
を食べた出来事を思い出すことにどのような意味が
あるのか」について考えていくことが求められる。

自伝的記憶ついては、「自己と記憶」の問題が根
底にあるといえる。例えば、高橋・佐藤（2008）では、
次のように述べられている。「…ジェームス（James：
著者注）は、自己の連続性のもとにあるのは記憶で
あると考えた。つまり、どれほど自分が変わったと
感じても、自己の同一性を感じることができるのは、
小学校の修学旅行の思い出、初恋の思い出など、自
分に関する記憶をいつどこででも想起できることに
あるという。（原文では改行：著者注）「去年も昨日
も今日も、私は他の誰でもない、私である。」――こ
の確固たる感覚を支えるのが、自己の記憶である。」。
このように、自伝的記憶は、単なる記憶の問題では
なく、深く自己と関わっているといえる。

また、自伝的記憶は過去と現在を行き来している
と考えられるが、このような時間の流れを行き来し
ている概念として「懐かしさ」や「時間的展望」な
どがある。自伝的記憶で取り上げられているテーマ
は幅広く、これら懐かしさや時間的展望と関連させ
たものもある。例えば、幼少の頃の出来事は懐かし
さが反映されているものが多いが、これらには絵本

（金敷・山本　2009、山本・金敷　2010）や玩具（富
山　2013）に関する自伝的記憶の研究がある。また、

将来への動機づけも含めて取り上げられているもの
については、過去－現在－未来の時間の流れから時
間的展望が関連していると考えられ、これについて
はスポーツ（ 速 水　2001）や 学 習 活 動（ 速 水　
2000）に関する自伝的記憶の研究がある。次項では
懐かしさと時間的展望について自伝的記憶との関係
について述べる。
⑵ 懐かしさと自伝的記憶

「懐かしさ」については普段の生活から用いられ
ている概念であり、かつて慣れ親しんだ人や事物を
思い出して、昔に戻ったような気持ちになるといっ
た意で用いられる。類義の語として、ノスタルジア
が挙げられるが、寂しさや悲哀がより強調されるこ
とが多い。ノスタルジアには、個人的ノスタルジア
と歴史的ノスタルジアの 2 種 類がある（牧 野　
2014）。前者の個人的ノスタルジアの場合には、自
分の体験した記憶に基づく懐かしさということにな
る。楠見（2014）では、懐かしさの感情について検
討しており、喜び・楽しさ・幸福感・満足などのポ
ジティブ感情並びに喪失感・寂しさ・後悔などのネ
ガティブな感情の双方があり、複合的な感情とされ
ている。また、甘酸っぱさやほろ苦さといったもの
を感じる場合もある。懐かしさの感情が生じるため
には、過去のある時期に数多く接した対象に対して
一定期間の空白の時期を経て、再び（久し振りに）
出現したときに生じるとされている。後者の歴史的
ノスタルジアについては、自身は体験していなくて
も、かつての古き良き時代の情景として、懐かしさ
を感じることを指している。

このような懐かしさと自伝的記憶との関連を直接
検討したものに瀧川・仲（2011）の研究がある。そ
こでは、大学生を対象に小学校及び中学校時代の懐
かしい音楽を聴いた場合の自伝的記憶の想起につい
て調べている。その結果、自伝的記憶が数年の幅を
持つ人生の時期によって時間的に体制化されている
ことが示されている。音楽については、メロディが
頭の中に浮かぶなど鮮明な懐かしさが独特の形で生
じる。お菓子についてはどのような傾向が見られる
のか、お菓子の特徴を踏まえて考えていく必要もで
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てくる。
さらに実用的な分野として、懐かしさにおける記

憶と感情の問題について広告やコマーシャルを用い
たマーケティングの分野からも検討されている。実
際、カレールーのような食べ物を用いた「レトロ商品」
に関する懐かしさの研究もある（杉森　2014）。食
べ物を対象としているので、より具体的にお菓子と
比較検討できる。このように個人的ノスタルジアや
歴史的ノスタルジアも含めて考えることが求められ
る。

このように自伝的記憶は過去と現在とのつながり
に基づいているのに対し、懐かしさは一定の空白期
間が存在している等の違いは見られるが、両者に関
連があることが示されている。
⑶ 時間的展望と自伝的記憶

「時間的展望（time perspective）」とは、レヴィ
ン（Lewin）の場の理論に基づくある時点における
心理学的未来および過去に対する見解の総体とさ
れ、自伝的記憶との関連も示されている（白井　
2008、下島　2008）。人は、過去－現在－未来の時
間の流れの中を自由に行き来できる存在といえる。
すなわち、かなり以前のことでも印象的なできごと
についてはタイムスリップしたように鮮明に思い出し
たり、未来の事柄に対して想像、予測、プランニン
グしたりして、過去－現在－未来の時間の流れを行
き来している。そこで、過去、現在、未来の流れに沿っ
て、自伝的記憶と時間的展望について比較する。
「過去」については、自伝的記憶は特定のエピソー

ドに基づく事実が問題となるが、時間的展望では過
去を全体として取り上げ事実かどうかはあまり問題
にしない。また、「現在」については、自伝的記憶で
は想起時点を指すが、時間的展望では幅がある。さ
らに「未来」については、自伝的記憶では現在以降
のすべてを指すことが多く、時間的展望では目標が
実現する時期を指している。

このような違いとともに、自伝的記憶では過去を
重視し、時間的展望では未来を重視している傾向が
ある。その一方で、時間的展望でも過去をとらえた
上で未来の展望を取り上げており、自伝的記憶も主

に動機づけの観点から未来を取り上げていることも
あるなど、両者とも「過去－現在－未来」と時間の
流れの枠組みでとらえられるという共通点がある。
お菓子に関しても過去の出来事が、現在や将来にお
いて自身や子ども達のお菓子への関わり方について
の考えや行動に影響をもたらすなど、時間の流れか
ら検討することができる。これらのことを踏まえて
冒頭の項で挙げた検討課題について取り上げる。

3．お菓子の自伝的記憶における懐かしさの検
討

まず、昔ながらの慣れ親しんでいるお菓子の自伝
的記憶について検討する。
⑴ お菓子の内容に関する自伝的記憶

お菓子を含むより広い概念である食べ物などの味
覚に関する自伝的記憶については、山本・野村（2010）
では食べ物の匂いからの感情喚起が自伝的記憶の想
起に影響を及ぼすなど、感覚知覚的特性について検
討している（さらに、山本（2015）では嗅覚の自伝
的記憶について自己－記憶システムに基づいた自伝
的記憶のモデルを紹介している）。前述の感覚知覚
的特性の面から検討したお菓子の自伝的記憶に関す
る研究では、お菓子ではあるが味覚以外の視覚や触
覚などの感覚モダリティの影響もみられたことが示
された（坪井　2014）。またお菓子の種類としては、

「ねるねるねるね」や「うまい棒」に関してのエピソー
ドが多く、また記述も鮮明であった。

そこで、「ねるねるねるね」と「うまい棒」に限定
して詳しく検討した（坪井　2015）。「ねるねるねるね」
については、砂糖を主成分とした粉に水を加えて「ね
るねる」を作り、キャンディチップやチョコクランチ
を付けて食べるお菓子である。子ども達が自分で自
らお菓子を「作る」新鮮さや作る過程で「ねるねる
ねるね」の色が変わる点などが子どもにとって人気
の原因となっている。一方、「うまい棒」については、
棒状のスナック菓子であり、コンポタージュ味、明
太子味、なっとう味など種類が豊富である。また、
値段も安価なことから子どもや若者に人気のある駄
菓子である（うまい棒同盟　2013、チームうまい棒　
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2014）。
これらのお菓子に関するエピソードが多かった理

由については、「ねるねるねるね」では、甘いや可愛
いなどの感覚知覚的特性とともに練って遊ぶといっ
た動作が伴うことも印象に残ると考えられ、「うまい
棒」では友達と遊んでいる時に食べたなど、遊び場
面と関連したエピソードもみられた。双方のお菓子
の共通点として何らかの形で活動が伴っている場合
に印象に残っている。このことからもお菓子は単な
る食べ物に留まらない多面的な役割を有していると
いえる。その一方で、このような「食べる」以外の「作っ
て遊ぶ」ことの魅力は「ねるねるねるね」でより顕
著にみられ、味覚特性によるおいしさは「うまい棒」
の方が高く評定されたなど、それぞれの特徴がみら
れた。
⑵ お菓子の中での駄菓子の位置づけ

このように「ねるねるねるね」や「うまい棒」な
どの駄菓子は子どもにとって印象的なお菓子である
ことが示された。そこで、子どもの駄菓子へのかか
わりについて簡単に述べる。駄菓子は子どもにとっ
て独特の魅力がある（例えば、松田・矢部　2003、
松田　2002）。また駄菓子は安価であるため、子ど
も自身が小遣いの範囲で選んで買うことができると
いう特徴もある。

このことは、かなり以前の明治の時代からみられ
た（加藤　2000）。ただ、当時は小遣いをもらうこと
自体に抵抗もみられ、むしろ経済的裕福な家庭の子
どもがもらえず、日中子どもの世話ができないような
家庭において夕方まで子どもだけで過ごすために小
遣いが与えられ駄菓子を買っていた状況が見られ
た。余裕のある裕福な家庭が小遣いで駄菓子を買う
ことに対して敬遠していた背景には当時の衛生事情
も影響していた。裕福な家庭の子どもが小遣いで駄
菓子を買っている子どもを羨ましく思うこともみられ
たようである。

比較的細々と営まれていた駄菓子屋であったが、
全盛期といえるものを迎えたのは1950年代とされて
いる。ただ、駄菓子は他の商品とともに売られてい
たことも多く、果たしてどの店舗が実際に駄菓子屋

なのかははっきりしていなかったようである。買い
手である子どもが駄菓子屋と認めても当の店主は駄
菓子屋ととらえていなかったこともみられたようであ
る。このように大人とは違った子ども独自のとらえ
方があったことが、むしろ駄菓子が子どもにとって
人気があった原因の 1 つかもしれない。
⑶ お菓子の懐かしさにおける社会・文化的側面

このように駄菓子などのお菓子からは懐かしさや
ノスタルジアが生じることも多く、レトロ・マーケティ
ングを活用した商品になることも少なくない（杉森　
2014）。

例えば、子どもが実際に駄菓子屋でお菓子を買お
うとしている場面では次のようなこともみられる。最
初は、欲しいと思っていないものでも、「懐かしいな」
と感じ、それが引き金となって「これが欲しい！」
という気持ちが生じる。さらに「もう一度あの頃の
ような気持ちを味わってみよう」と思い、そこで懐
かしいという感情が働くことが生じることある。さら
に場合によっては「今を抜け出してあの頃に帰りた
い（戻りたい）」や「あの頃は楽しかったがそれと比
べて今は……」などと今の状況から逃避して現実逃
避に近い気持ちから商品を買うこともあるかもしれ
ない。この点ではむしろノスタルジアの気持ちの方
がよりあてはまる。いずれにせよ、「もう一度あの頃
に……」ということで具体的なエピソードを伴なっ
ている点で、自伝的記憶の問題となっている。

このように駄菓子をはじめとする懐かしいお菓子
はレトロ・マーケティングにおける主要分野の1つと
され、前述の個人的ノスタルジアのみでなく歴史的
なノスタルジアに基づいているお菓子のレトロ商品
が実際に店頭に並べられている。

4．お菓子の自伝的記憶における時間的展望の
検討

次に、 2 つめの検討課題として食生活の問題から
お菓子を食べる出来事の自伝的記憶について述べ
る。
⑴ お菓子を食べた出来事に関する自伝的記憶

お菓子にまつわる印象的なできごとには、遊びな
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がらお菓子を食べたことが印象に残っていることが
示された（坪井　2014、2015）。実際、お菓子にま
つわる出来事としては、遊びやイベントなど様々な
人と関わっている状況が少なくない。そこで坪井　

（2016）ではお菓子の自伝的記憶について対人的な
状況について検討した。具体的には「 1 人でお菓子
を食べた」場合と「誰かとお菓子を食べた」場合に
ついて、最も印象に残るエピソード及び感情状態を
調べた。感情状態については、そのエピソード時の
感情状態をいくつかの感情語で評定してもらった。
その結果、「誰かと食べた出来事」の方が、鮮明度
や重要度、頻度の印象評定が高い結果となった。ま
た感情に関する評定では、「 1 人で食べた出来事」
の場合では「抑鬱・不安因子（くよくよした、気が
かり等）」「倦怠因子（だるい、退屈な等）」「集中因
子（注意深い、慎重な等）」「驚愕因子（動揺した、びっ
くりした等）」に関する感情評定が高く、「誰かと食
べた出来事」の場合では「活動的快因子（活気のあ
る、陽気な等）」「親和因子（好きな、いとおしい等）」
が高い結果となったことが示された。このように感
情については、「誰かとお菓子を食べた」出来事の
方がより強く印象に残り、ポジティブな感情も強かっ
たといえる。その一方で、周囲に人はいたが1人で
お菓子を食べたといった場面は殆ど見られず、周囲
の状況も含めてとらえることが必要となる。
⑵ 食生活の問題の中でのお菓子の位置づけ

ところでお菓子を食べるということは、食べ物と
して体内に取り込むので、食の問題にもなる。「食」
の問題については、「子どもと食」の著書（根ケ山・
外山・河崎　2013）でさまざまな分野から論じられ
おり、「子どもの食発達は、心理学、栄養学、小児
科学、看護学、社会学、保育学、調理学、動物学、
人類学、教育学などさまざまな領域が関わるきわめ
て学際的・人間科学的なテーマである。」との指摘
がなされている。また、食には生物学的な側面と社
会的な側面の両方とも重要であると指摘されている。

このような食の問題について、食事の自伝的記憶
の研究もあり（飯塚・松川　2008、飯塚　2009）、
食事中の会話など社会的な出来事という側面から具

体的に検討されている。さらに、 1 人で食べたのか
もしくは誰かと食べたのかについては飯野（2014、
2015）による自伝的記憶の研究もあり、個食の問題
も含めて議論されている。

子どもの食生活については、食事が中心となるが、
間食やおやつとして提供されるお菓子も子どもの食
にもたらす影響は大きい。例えば、最近のお菓子の
栄養面での問題が指摘されたり（食べ物文化編集部　
2004）、お菓子を食べるのは「おやつ」の時が一般
的であるが、最近ではお菓子を食事場面でも食べる
ことも少なくない。

また、お菓子を 1 人で食べることについては、食
事を 1 人で食べるといういわゆる個食の問題ほどに
は深刻ではないが、感情面からもいくつか影響がみ
られる。例えば、誰かとお菓子を食べる出来事は楽
しいことが確かに多いが、時には他者とのいざこざ
や葛藤が生じることも少なくない。ただ、そこには
さまざまなコミュニケーションのやりとりが生じてお
り、そこから得るものも多い。また、 1 人でお菓子
を食べることは寂しさの気持ちから適量を超えたお
菓子を食べてしまうきっかけとなることもある。お菓
子そのものは決して悪いものではないが、適量を超
えることは食生活全般に影響し、時には身体の健康
状態に好ましくない影響をもたらす。
⑶ お菓子の時間的展望における社会・文化的側面

お菓子へのかかわりとしては、体内に取り込むも
のなので、特に幼少の時期には周囲の大人が見守り
導いていくことが必要となる。このように考えると、
誰とどのような状況でお菓子を食べたのかが問題と
なる。お菓子の自伝的記憶に関する研究でも過去の
お菓子に関するエピソードが現在（もしくは未来）
のお菓子への考えに影響を及ぼすことが示されてい
る。そのためお菓子にまつわる経験についてある程
度長期的にとらえるために時間的展望から考えてい
くことは有用といえる。

このようにお菓子を過去－現在－未来の時間の流
れからとらえると単なる食べ物以上の役割・意義が
あるのではないかと考えることができる。お菓子の
意義を示す例として、次のようなホームページ資料
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が挙げられる。「森永製菓の菓子育　～お菓子を通
した心のふれあい～」において、お菓子は子どもの
頃の思い出を中心に単なる食べ物以上の意味づけが
あることが示されており、「おいしく」「たのしく」「す
こやかに」のキャッチフレーズとともに、お菓子の
役割として「お菓子で栄養補給」「お菓子は人の心
を和やかにする」「お菓子は心の演出家」の3点が紹
介され、お菓子の役割・意義について分かりやすく
紹介されている（㈱森永製菓　ホームページ資料　
2013現在）。この資料からすると、お菓子を食べる
という出来事がその時で終わるものではないことが
読み取れる。

5．まとめ

これまで述べてきたことを踏まえ、自伝的記憶の
意義、社会・文化的側面の検討の 2 点について考察
する。
⑴ お菓子に関する自伝的記憶の意義からの検討

お菓子を食べた出来事の記憶を思い出すことにど
のような意味があるのかについて、先に紹介した自
伝的記憶の機能（自己機能、社会機能、方向づけ機
能）の面から考える。

まず、自己機能については、自伝的記憶が自己の
連続性や一貫性を支えたり、望ましい自己像を維持
するのに役立つという機能を指している。お菓子は
非常に身近なものであり、人生に大きな影響を与え
ることはあまりないかもしれないが、過去と現在の
自分をつなげる連続性にはかかわってくるのではな
いかと考えられる。

2 つめの社会機能については、自伝的記憶が対人
関係やコミュニケーションにプラスの方向に影響を
及ぼす機能を指している。本論で取り上げた誰かと
お菓子を食べたエピソードは共有した他者と想起す
る場合もある。懐かしさを共有するだけでなく、実
際に親密性も高くなる。

3 つめの方向づけ機能については、自伝的記憶が
さまざまな判断や行動を方向づけるのに役に立つと
いう機能を指している。お菓子に関する個食や偏食
などの食生活、さらには食の安全の問題も含めると

この方向づけ機能がかかわってくる。例えば、お菓
子に関する過去のエピソードがお菓子に対する現在
の考えに与える影響について、坪井（2014）では次
のような記述がある。「飴をなめながら公園で遊んで
いたら、喉につまらせて息が出来なかった、苦しく
て死ぬかと思ったが、友だちに背中を叩いてもらっ
て抜けたので大丈夫だった。」と過去のエピソードと
述べた後に、「現代の子どもの食事法は知らないが、
飴をのどに詰まらせて亡くなった子どももいると思う
から、遊びながらお菓子を食べるのは止めた方がい
いと伝えたい。」と、子どものお菓子への関わり方に
ついての現在の考え方を述べている。このように時
として、過去のエピソードが現在のお菓子に関する
考えに大きな影響を及ぼしていることもある。

子どもの頃のお菓子にまつわる経験が、実際に成
人した後にどのような影響が見られるのだろうか。
これには 2 通り考えられ、 1 つは身近な大人として
のかかわり方であり、父親・母親、親戚や地域の大
人などである。これらの人々は、子どものお菓子へ
の関わりについて普段から関与しているといえる。
もう1 つは、それを職業としている立場でのかかわ
り方であり、保育教育職や製菓関連職などである。
特に後者の職業としてかかわる場合には、自身の個
人的な経験に頼りすぎることには充分自省していか
なくてはならない。しかし、実際には自身の印象的
な出来事は生の経験としての影響力がかなり大きい
といえる。両者の兼ね合いをバランスよくとっていく
ことが求められる。
⑵ お菓子の社会・文化的側面からの検討

これまでお菓子の自伝的記憶について、駄菓子と
懐かしさ、食生活の問題と時間的展望との 2 つの側
面から検討してきたが、これらに共通していえるこ
とは社会・文化的側面が関係していることである。
そこでお菓子の自伝的記憶に関する問題として両者
を融合させて考えてみることにする。社会・文化的
側面からのお菓子の自伝的記憶の検討として、ここ
では「和菓子」を用いて考える。

和菓子は伝統的な昔ながらのお菓子とされてお
り、まんじゅう、だんご、もち菓子、せんべい、あ
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んこ菓子、寒天、あめ、南蛮菓子などがある。また、
和菓子は季節ごとにたくさんの種類がある。季節の
行事に合わせたものや、自然や風物をかたどったも
のもある。目で見てきれい、食べておいしい、昔か
ら季節を大事にしてきた日本ならではの和菓子であ
るといえる。さらに和菓子はおやつとして食べるだ
けでなく、儀式や行事にも使われることも少なくな
い（藪　2015）。また、絵本として子どもに分かりや
すく和菓子の魅力が紹介されている絵本もある（平
野　2010）。このような和菓子は素材も含めて歴史・
文化の面で蓄積があるので、その栄養面でも優れて
いるといえる。他方、先に取り上げた駄菓子はその
背景事情もあり、栄養的には充分に配慮されていな
い状況もあるが、友達との遊びが伴った懐かしい経
験もある。このように、お菓子にまつわる楽しいエ
ピソードを保ちつつ、栄養その他の食の問題とも両
立させながら、子どものお菓子にまつわる豊かな経
験を蓄積していくことの大切さについて考えていく
ことも必要になってこよう。

このような和菓子は、懐かしさの感情が生じるが、
子どもの食へのかかわりということからも考えること
ができる。最近ではこのような和菓子を保育場面に
取り入れる試みもなされている（たとえば、水野・
山内（2000））。これらの取り組みでは、子どものお
菓子をつくって喜ぶ姿や食べて喜んでいる姿が紹介
されている。このような経験が、それぞれの子ども
達の自伝的記憶としてどのような形で保持され、後
になって想起されるのだろうか、さらにはどのように
懐かしさを感じ、お菓子に対する考えやかかわりを
深めていくのだろうか、といったことがお菓子の自
伝的記憶の意義にかかわることにもなり今後の課題
となる。併せて、本論文では、お菓子の社会・文化
的側面を含めより広い観点から検討してきたが、今
後は自伝的記憶の諸理論やメカニズムからより精緻
に議論していくことも求められる。
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